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目的
中学校に多く見られようになる問題行動の
ひとつに非行があげられる。非行に至る過程
において、規範意識が深い関わりを持つとさ
れ、また思春期においては自己意識のおり方
も重要な要素として考えられる。そこで、本
調査では自己意識を中学生の実態を把握する
指標として捉え、規範意識との関連について
調査することとする。
方法
回答者　調査対象者は、ｘ県内にあるＡ中
学校の学生１年～３年、Ｙ県内にあるＢ中学
校の学生１年～３年およびｃ中学校の学生１
年～２年の計n58 名（男子643名、女子514名、
不明１名）。全回答者n58 名のうち、回答に
不備があった回答者は分析の対象外とした。
最終的に936 名（男子505 名、女子431 名）が
有効回答者となった。
調査方法　2010 年６月中旬～７月中旬に、
個別自記入形式の質問紙調査で実施された。
各中学校の先生方の協力の下、授業の一部の
時間を使用し、質問紙に回答した。調査開始
時に文書と口頭で説明合意を得ている。回答
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はいずれも無記名で行われた。
調査内容　 自己意識を測定する尺度には、
自意識尺度「21項目２下位尺度 匚公的自己意
識」匚私的自己意識⊃ を用いた。規範意識を
測定する尺度には、１．社会意識質問紙「９
項目３下位尺度 匚規範意識」匚身近な事象へ
の関心」 匚自 分の感覚や実感 の重 視」）、
２．社会的迷惑行為に関する測定尺度「12項
目４下位尺度 匚交通道徳因子」匚生活節度因
子」匚騒音礼儀因子」匚公衆道徳因子」）を用
いた。また、問題行動に対するイメージ調査
を行うため、匚授業をさぼる」匚いじめ」匚深
夜外出」匚喫煙」の４項目に対して９尺度の
７段階評定を行った。
結果
各尺 度 の 因 子 分 析　 主 因 子 法、 バ リマ ッ ク
ス回 転 に よ る 因 子 分 析 の結 果 、 自 己 意 識 につ
い て は 匚公 的 自 己 意 識 」(a  =  .84)と 匚私 的 自
己 意 識 」(a  =  .81)が 抽 出 さ れ た． 社 会 意 識 に
つ い て は 匚自 己 中 心 性 」(a  ―
 .59)
、 匚気 持 ち
の 優 先 」(a  =  .68)、 冂劉 瑣性」(a  =  .67)が 抽
出 さ れ た． 社 会 的 迷 惑 行 為 につ い て は 匚公 衆
道 徳 」(a  =  .64)、 匚交 通 道 徳 」(a  ―
 .59)
、 匚生
活 節 度 」(a  =  .64)、 匚騒 音 礼 儀 」(a  =.78) が
抽 出 さ れ た．
自己意識および規範意識の分散分析　学年
(１年、 ２年、 ３年) と性別( 男子、女子)
を 独立変数、 自己意 識お よび規範意 識を
従属変数とした３×２の分散分析を行った．
その結果、 公・私的 自己意識と もに男子
より 女 子 の方 が 高 く(F(l,930)  = 27.32,
p<.01;F(l,930) =24.64, p<.01) 、公的自己意
識 は 学 年 が 上 が る に つ れ て 高 ま る が
(F(2,930)  =9.01, p<.01) 、私的自己意識には
あまり変化が見られないことが示された．
規範意識については、自己中心性(F(l,930)
= 7.31, p<.01) 、公衆道徳(F(l,930)  = 21.34,
p<.01)、交通道徳(F(l,  930) = 16.09, p<.01)
などで性別による差が見られ、男子より女子
の方が高いことが示された．学年において
差が見られたのは、従順tt  (F(2,930)  =8.58,
p<.01)、生活節度(F(2,930)  = 16.68, p<.01)、
騒音礼儀(F(2,930)  =4.89, p<.01) などであっ
た．従耻歐は１年が最も高く、次いで３年、
２年が最も低い、生活節度は２年および３年
より１年が高い、騒音礼儀は２年よりも１年
が高いことが示された．
自己意識と規範意識との関連　公的自己意
識および私的自己意識の得点において、高得
点であった者上位25%  (以下、高群) ならび
に低得点であった者下位25%  (以下、低群)
に群分けし、７因子 匸自己中心性｣ 匚気持ち
の優先｣ 匚従順性｣ 匚公衆道徳｣ 匚交通道徳｣
匚生活節度｣ 匚騒音礼儀｣) における平均値の
差を比較した(Table 1) ．その結果、公的自
己意識の高低によって差が見られたのは、公
衆道徳( 七(466) = ―4.21, p<.01) 、 交通道徳
(t(466) = ―4.58, p<.01) 、騒音礼儀( 衣466)
= ―2.29, p<.05) であり、公的自己意識が高
いと３因子ともに高くなることが示された．
私 的自己意識につ いては、 気持ち の優先
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(t(466)  = ―5.44, pc.Ol) 、 御 頤性(t(466)=  -
3.35, pc.Ol) 、公 衆 道 徳(t(466)  = ―4.69, p<.
01) 、 交 通 道 徳(t(466)  =
 
―4.29, p<.01) 、 騒
音 礼 儀(t(466)  =
 
―4.18, pc.Ol) な ど、 全 ７
因 子 で 差 が 見 ら れ 、 規 範 意 識 と の 関 連 の 高 さ
が 示 唆 さ れ た．
Table l　自己意識得点の高低による下位尺度の平均値
社会意識識
社会的迷惑行為
自己中心性
気持ち の優先
従 順 性
公衆道徳
公的自己意識　　 私的自己意識
高群　 低群　 高群　 低群
8.62
11.92
10.10
12.50**
12.83**
8.31
12.0が
8.36　8.06**　8.59
11.81　12.38**　11.29
9.80　10.42**　9.71
11.36　12.62**　11.39
11.81　12.82**　11.90
8.15　8.70**　7.94
11.51　12.36**　11.38
゛pく.05 ”p く.01
問題行動に対するイメージ　自己意識の高
群・低群によるSD 尺度上の評定平均値を算
出し、七検定による比較を行った。 その結果、
公・私的自己意識ともに 匚いじめ」や 匚喫煙」
に対するイメージに多くの違いが見られ、み
にくい、こわいなどのイメージが、低群より
高群の方が強かった。
考察
本調査の目的は、中学校における問題行動
と深い関わりがあるとされる規範意識につい
て、自己意識との関連から検討することであっ
た。その結果、学年が上がるにつれて自己意
識は高まるが、規範意識は１年から２年にか
けて低下することが示された。自己意識と規
範意識との関連については、私的自己意識の
方がより強く関連していた。これらのことか
ら、中学校における問題行動を抑制するため
には、私的自己意識を高める必要かおるとい
える。今後は、私的自己意識を高める要因に
ついて検討するとともに、教育現場において
どのような実践を行うことが問題行動を抑制
できるのかについて検討していく必要かおる。
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